
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RC 構造物の深度調査手法について 

既存施設の建て替えを行う際に、コスト縮減、工期短縮、廃棄物の低減の観点から既存の地下躯体の一部を残した

まま再利用するケースが増えています。既存の地下躯体を再利用するにあたって、既存躯体の図面が残されていな

いこともあり、設計に必要な情報が得られないケースがあります。既存躯体の深度もそのひとつです。 

そこで今回は、地盤に埋設された RC 構造物の深度調査手法をご紹介します。 

・磁気探査 

磁気探査は不発爆弾などを探査するための手法で、地中にある磁性体を探査することが可能です。既存躯体が RC

構造物（磁性体）であることを利用して、躯体の深度を推定することが可能です。調査対象の近傍に探査孔（ボーリング

孔）を設置し、孔内に磁気センサを挿入して上下させることで測定を行います。磁気センサから得られた信号波形を解

析することで躯体の深度を推定します。 

・速度検層 

速度検層は地盤の弾性波速度を求める手法で、通常は地盤強度の推定などに用いられています。既存躯体がある

場合、地盤を伝わる波と既存躯体を伝わる波の速度の違いを利用して、既存躯体の深度を測定することが可能です。

調査対象の近傍に探査孔（ボーリング孔）を設置し、孔内に多連式受振器を設置します。地上に露出した既存躯体を

直接叩いて起振し、構造物及び地盤を伝搬する弾性波を受振器で測定します。受振器の位置を変えながら測定を繰

り返し、得られた走時曲線から速度変換点を求めることで、既存躯体の深度を推定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あわせて弊社ホームページもご覧ください。https://www.krcnet.co.jp/topicsweb/topics168.htm 
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戦争のニュースに胸を痛める中、ロシア軍による侵攻で犠牲になった子供たちが 100 人を超えたという報道を目に

してから数週間。出口が見えないまま暗いトンネルの中に迷い込んだような心境の方も多いと思います。もうすぐ4月。

日本では小学校に入学する日を楽しみにしている子供たちがランドセルを準備している頃です。友達 100 人できるか

な？という歌詞が印象的な童謡「いちねんせいになったら」を覚えている方もいらっしゃるでしょう。きっと、同じような年

齢の子供たちも多数犠牲になったと思われます。暴力に訴えて得たものはやがては滅び去るということを、歴史は証

明しています。一日も早く戦争が終わり、光ある未来に向けて本当に必要なのは弾丸ではなく子供たちの笑顔だとい

う事を世界中が共有できますように。 
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